
新生児聴覚検査の流れ

このことは、お子様の耳のきこえに問題があることを意
味するものではなく、今回の検査では、はっきりした反応
をとらえることができなかったということを意味します。
そのため、再度検査を受けることをおすすめします。
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検査終了
結果が「パス」となった時点で
検査は終了となります

Q
A
結果が「リファー」でした。

新生児聴覚検査は、赤ちゃんが受けることができる耳の
きこえの検査です。専用の機器を使用して出生後入院中
に行うことが多く、赤ちゃんが寝ている時を見計らって行
います。検査中の痛みなどはありません。また、検査にか
かる時間は数分～数十分ほどです。 
医療機関によっては、検査を実施していない場合もあり
ますので、出産する医療機関に御確認ください。

Q
A
どんな検査ですか？

出産した医療機関、またはお住まいの市町村の母子保健
担当窓口にお問い合わせください。

Q

A

出生後入院中に検査を受けることが
できませんでした。

この検査は保険対象外となりますので、検査費用は全て
自己負担です。また、費用は2,000円～10,000円と医
療機関によって異なりますので、検査を受ける医療機関
に御確認ください。（市町村において検査費用の一部助
成を行っています。）

Q
A
費用はどれくらいかかりますか？

今回の検査では異常は見られませんでしたが、今後の成
長の過程で、中耳炎やおたふくかぜといった、生まれた後
にかかる感染症による難聴や、先天性の原因でもあとか
ら難聴がでてくることがありますので、お子様のきこえや
言葉の発達に関心をもってみていきましょう。心配な点が
ありましたら、かかりつけの小児科、耳鼻科の先生、また
は市町村保健センター等での健診で相談してください。

Q
A
「パス」なら、一生きこえの心配はありませんか？


